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妙泉寺のしだれ桜
特集　中央市制施行15周年記念式典
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平
成
18
年
２
月
20
日
に
玉
穂
町
、田
富
町
、豊
富
村
の
３
町
村
が
合
併
し
誕
生
し
た

「
中
央
市
」。

こ
の
度
、市
制
施
行
15
周
年
を
迎
え
、記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
、被
表
彰
者
な
ど
の
関
係
者
の
み

が
出
席
す
る
式
と
な
り
ま
し
た
。式
典
で
は
永
年
に
わ
た
り
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
み
な
さ
ん
へ
の
表
彰
授
与
式（
左
記
、敬
称
略
、順
不
同
）や
、市
民
栄
誉
賞
を
受
賞

さ
れ
た
東
北
大
学
電
気
通
信
研
究
機
構
特
任
教
授
中
沢
正
隆
先
生
に
よ
る
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

永
年
に
わ
た
り
市
の
発
展
に
貢
献

し
、功
績
の
あ
る
人
を
表
彰
し
た
も
の

で
す
。
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美
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市
民
の
模
範
と
な
る
行
動
を
さ
れ
た

人
お
よ
び
団
体
、ま
た
は
公
益
の
た
め

に
寄
附
を
さ
れ
た
人
お
よ
び
団
体
を
表

彰
し
た
も
の
で
す
。
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式典では東北大学電気通信研究機構特任教授の中沢正隆氏
に「市民栄誉賞」が贈呈されました。
中沢氏は1952年に中央市木原（旧豊富村）で生まれ、1971

年に甲府南高等学校卒業後、金沢大学工学部電子工学科、東京
工業大学院修士課程、博士課程を修了。1984年にはＭＩＴ電
子工学研究所研究員、その後、ＮＴＴ研究所グループリーダ、
特別研究員、Ｒ＆Ｄフェローを経て、2001年に東北大学電気
通信研究所教授に就任しました。2018年には、東北大学から
専門分野において極めて高い業績を有し、かつ先導的な役割
を担う教授に対して贈られるディスティングイッシュトプロ
フェッサーの称号が付与されました。
　また、光ファイバー増幅器（ＥＤＦＡ）の発明により、紫綬
褒章、学士院賞など数多くの国内外の賞を受賞されており、
2006年にはトムソン・サイエンティフィック社によるノー
ベル賞の有力候補者に選ばれ、その後は毎年のように候補者
に挙がっています。
※�市民栄誉賞とは…文化、芸術、学術、スポーツなどの分野に
おいて、市民に夢と希望を与えるとともに、広く市民に親
しまれ、本市の名を高めることに顕著な功績のあった人に
贈呈するものです。
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